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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠体に室内側のパネルと室外側のパネルが取付けられ、この室外側のパネルと室内側の
パネルとの間に中間空気層を有し、この中間空気層の下部が下部換気口で室外に連通し、
かつその中間空気層の上部が上部換気口で室外に連通して中間空気層に外気が連通し、前
記下部換気口、上部換気口の幅は、カーテンウォールユニットの幅と略等しいカーテンウ
ォールユニットとし、
　前記中間空気層に、複数のスラットを昇降自在としたブラインドを設け、
　そのスラットを下降して日射を遮断する状態の時に、その最上部のスラットが上部換気
口よりも下方に位置し、
　このカーテンウォールユニットの枠体を、建物躯体の上下に隣接する床スラブ間に亘っ
て取付けたことを特徴とするカーテンウォール。
【請求項２】
　上部換気口は、中間空気層の空気を斜め下向きに排出する構造であることを特徴とする
請求項１記載のカーテンウォール。
【請求項３】
　枠体の室外側寄りの上部に、斜め下向きに傾斜したルーバー羽根を上下方向に間隔を置
いて複数備えたルーバーを取付けて上部換気口を形成し、
　前記上部寄りのルーバー羽根の室内側に、そのルーバー羽根間から雨水等が中間空気層
に浸入することを防止する塞ぎ板を設けたことを特徴とする請求項１又は２記載のカーテ
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ンウォール。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カーテンウォールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に、ダブルスキンカーテンウォールと呼ばれるカーテンウォールが開示され
ている。
　前述のカーテンウォールは、建物躯体に室外側のパネルを取付けてアウタースキンとし
、前記建物躯体に室内側のパネルを取付けてインナースキンとし、このアウタースキンと
インナースキンとの間に空間を形成し、その空間内に外気が流通するようにしてある。
　このカーテンウォールは、アウタースキンとインナースキンとの間の空間が断熱層とし
ての役割を有するので、冬季においては外気によって室内温度が低下することを防止でき
る。
　一方、夏季においては、この空間内に外気を通過させて室内温度の上昇を防止できる。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２５３７３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前述した従来のカーテンウォールは、建物の施工現場において建物躯体に室外側のパネ
ル、室内側のパネルを取付けるので、そのパネル取付け作業に時間がかかり、作業効率が
悪い。
【０００５】
　本発明は、前述の課題を解決するためになされたもので、その目的は、建物躯体に室内
側のパネル、室外側のパネルを簡単に取付けできるカーテンウォールを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明は、枠体に室内側のパネルと室外側のパネルが取付けられ、この室外側のパ
ネルと室内側のパネルとの間に中間空気層を有し、この中間空気層の下部が下部換気口で
室外に連通し、かつその中間空気層の上部が上部換気口で室外に連通して中間空気層に外
気が連通し、前記下部換気口、上部換気口の幅は、カーテンウォールユニットの幅と略等
しいカーテンウォールユニットとし、
　前記中間空気層に、複数のスラットを昇降自在としたブラインドを設け、
　そのスラットを下降して日射を遮断する状態の時に、その最上部のスラットが上部換気
口よりも下方に位置し、
　このカーテンウォールユニットの枠体を、建物躯体の上下に隣接する床スラブ間に亘っ
て取付けたことを特徴とするカーテンウォールである。
【０００７】
　第２の発明は、第１の発明において、上部換気口は、中間空気層の空気を斜め下向きに
排出する構造であることを特徴とするカーテンウォールである。
【０００８】
　第３の発明は、第１又は第２の発明において、枠体の室外側寄りの上部に、斜め下向き
に傾斜したルーバー羽根を上下方向に間隔を置いて複数備えたルーバーを取付けて上部換
気口を形成し、
　前記上部寄りのルーバー羽根の室内側に、そのルーバー羽根間から雨水等が中間空気層
に浸入することを防止する塞ぎ板を設けたことを特徴とするカーテンウォールである。
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【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に係る発明によれば、工場等で枠体に室外側のパネルと室内側のパネルを取付
けて中間空気層を有するカーテンウォールユニットを組み立て、その枠体を建物躯体の床
スラブ間に亘って取付けることで取付けできる。
　したがって、建物躯体に室内側のパネルと室外側のパネルを簡単に取付けできる。
【００１０】
　また、上部換気口、下部換気口の幅がカーテンウォールユニットの幅と略等しいので、
、中間空気層の見込み寸法が小さくとも、その中間空気層に多量の空気が流通するので、
ダブルスキンカーテンウォールとしての機能を満足できる。したがって、カーテンウォー
ルユニットの枠体の見込み幅を小さくできるから、その枠体の各枠材を一体のアルミ押出
形材とすることが可能である。
【００１１】
　また、夏場はブラインドで日射を遮り、発生した熱を上部換気口から温度差換気で排出
し、日射による室内環境への影響を軽減できる。
　冬場はブラインドで日射を遮り、中間空気層内の温室効果で外部の冷気の影響を軽減で
きる。
　また、ブラインドで日射を遮断している時には上部換気口の背部にスラットが位置しな
いので、そのスラットが上部換気口から空気の流通を阻害することがなく、スムーズに上
部換気口から空気が流通する。
【００１２】
　請求項２に係る発明によれば、上部換気口から中間空気層の空気が斜め下向きに排出さ
れるので、その上部換気口から排出された空気が、上のカーテンウォールの下部換気口か
ら中間空気層に流入し難い。
　したがって、夏季において中間空気層内で加熱された高温の空気が、上のカーテンウォ
ールユニットの中間空気層内に導入され難く、室内温度の上昇を防止できる。
【００１３】
　請求項３に係る発明によれば、ルーバーを取付けることで上部換気口を構成でき、その
作業が容易である。
　また、上部寄りのルーバー羽根間から中間空気層内に雨水等が浸入することを防止でき
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１と図２と図３に示すように、建物躯体１に複数のカーテンウォールユニット１０を
上下、左右方向に順次隣接して取付けてカーテンウォールを構成している。
　前記カーテンウォールユニット１０は、枠体１１に室外側のパネル１２（アウタースキ
ン）と室内側のパネル１３（インナースキン）を取付け、この室外側のパネル１２と室内
側のパネル１３との間に中間空気層１４を有する。そのカーテンウォールユニット１０に
おける下部に下部換気口１５を有し、上部に上部換気口１６を有する。
　前記下部換気口１５は中間空気層１４の下部を室外に連通し、前記上部換気口１６は中
間空気層１４の上部を室外に連通しており、中間空気層１４に外気が流通する。
　前記室外側のパネル１２は遮音、防風の性能を保持する壁で、室内側のパネル１３は断
熱、水密、気密、耐火などの性能を保持する壁で、中間空気層１４には前述のように外気
が流通する。
【００１５】
　これにより、中間空気層１４が断熱層としての役割を有し、冬季においては外気によっ
て室内温度が低下することを防止できる。
　また、夏季においては、この中間空気層１４内に外気が通過して室内温度の上昇を防止
できる。
　つまり、ダブルスキンタイプのカーテンウォールを構成する。
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【００１６】
　前記中間空気層１４内に図２に示すようにブラインド１７が設けてある。
　このブラインド１７は、夏季に日射を遮り、発生した熱を上部換気口１６から温度差換
気で室外に排出し、日射による室内環境への影響を軽減させる。
　また、前記ブラインド１７は、冬季は日射を遮り、中間空気層１４内の温室効果、好ま
しくは室内側のパネル１３の断熱効果で室外の冷気の影響を軽減させる。
【００１７】
　前記カーテンウォールユニット１０はビジョン部１０ａとスパンドレル部１０ｂを備え
、建物躯体１の上下の床スラブ２間に亘って取付けられる。
　例えば、枠体１１の上部を上の階の床スラブ２にファスナー３で連結して取付け、その
枠体１１の下部を下の階の床スラブ２の室外側部と対向させ、上のカーテンウォールユニ
ット１０の枠体１１の下部と下のカーテンウォールユニット１０の枠体１１の上部を室内
外側方向に動かないように連結する。
　このようであるから、工場などで枠体１１に室外側のパネル１２と室内側のパネル１３
を取付けて中間空気層１４を有するカーテンウォールユニット１０を組み立て、そのカー
テンウォールユニット１０を施工現場まで搬送し、その枠体１１を床スラブ２にファスナ
ー３で連結することで取付けできる。
　したがって、建物躯体１に室内側のパネル１３と室外側のパネル１２を簡単に取付けで
きる。
【００１８】
　前記下部換気口１５はカーテンウォールユニット１０の幅方向（図１における左右方向
）ほぼ全長に亘って形成され、この下部換気口１５には多量の空気がスムーズに流通する
。
　前記上部換気口１６はカーテンウォールユニット１０の幅方向（図１における左右方向
）ほぼ全長に亘って形成され、この上部換気口１６には多量の空気がスムーズに流通する
。
　このようであるから、中間空気層１４の室内外側方向の寸法（見込み寸法）が小さくと
も、その中間空気層１４に多量の空気が流通し、前述したダブルスキンカーテンウォール
としての機能を満足することができる。
　したがって、カーテンウォールユニット１０の枠体１１の見込み幅を小さく、例えば４
００ｍｍ以下にでき、その枠体１１を構成する各枠材を一体のアルミ押出形材とすること
ができる。
【００１９】
　前述のようにした場合には、上部換気口１６は、中間空気層１４内の空気を斜め下向き
に排出する形状とすることが好ましい。
　つまり、前述のように下部換気口１５、上部換気口１６の幅がカーテンウォールユニッ
ト１０の幅と略等しいと、上下に隣接したカーテンウォールユニット１０における下のカ
ーテンウォールユニット１０の上部換気口１６の上方に、上のカーテンウォールユニット
１０の下部換気口１５が位置するので、その下のカーテンウォールユニット１０の上部換
気口１６から排出された空気が上のカーテンウォールユニット１０の下部換気口１５から
中間空気層１４内に導入され易く、夏季においては下のカーテンウォールユニット１０の
中間空気層１４内で加熱された高温の空気が上のカーテンウォールユニット１０の中間空
気層１４内に導入されるので、室内温度の上昇をあまり防止できないことがある。
【００２０】
　このことを防止するために、上部換気口１６から中間空気層１４内の空気を斜め下向き
に排出し、その排出された空気が上のカーテンウォールユニット１０の下部換気口１５か
ら中間空気層１４内に導入され難くした。後述するように塞ぎ板を設けることでも導入さ
れ難くできる。
【００２１】
　次に、各部材の具体形状を説明する。
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　前記枠体１１は図１に示すように、上横枠材１１ａと下横枠材１１ｂと左右の縦枠材１
１ｃで方形状で、図２に示すように、その左右の縦枠材１１ｃ間における室外側寄りで上
部寄りに室外側中間横枠材１１ｄを連結してあると共に、左右の縦枠材１１ｃ間における
室内側寄りで上部寄りに室内側中間横枠材１１ｅを連結してある。
　前記室外側中間横枠材１１ｄは室内側中間横枠材１１ｅよりも上方に位置している。
【００２２】
　図４と図５と図６に示すように、前記下横枠材１１ｂの室外側部と前記室外側中間横枠
材１１ｄと左右の縦枠材１１ｃの室外側部に亘って前述の室外側のパネル１２、例えばガ
ラスが装着されている。
　図４と図５と図６と図７に示すように、前記上横枠材１１ａの室外側部と前記室外側中
間横枠材１１ｄとの間に上部換気口１６が形成されている。
　図４と図５と図６と図７に示すように、前記上横枠材１１ａの室内側部と前記室内側中
間横枠材１１ｅとの間に、前記室内側のパネル１３である耐火パネル１３ａが、しっかり
と水密、気密して取付けてあり、この耐火パネル１３ａ部分で前述のスパンドレル部１０
ｂを構成する。
　前記下横枠材１１ｂの室内側部と前記室内側中間横枠材１１ｅとに亘って前記室内側の
パネル１３である面材１３ｂが、しっかりと水密、気密して取付けてあり、面材１３ｂ部
分で前述のビジョン部１０ａを構成している。つまり、この面材１３ｂと耐火パネル１３
ａで室内側のパネル１３としてある。
【００２３】
　前記面材１３ｂは室内側に開放自在である。
　例えば、図４と図６に示すように、下横枠材１１ｂの室内側部と室内側中間横枠材１１
ｅとに亘って室内側縦枠材１１ｆを取付け、この室内側縦枠材１１ｆと室内側中間横枠材
１１ｅと左右の縦枠材１１ｃの室内側部とで第１枠部１１ｇと第２枠部１１ｈを形成する
。
　前記第１枠部１１ｇの見付け寸法が大きく、第２枠部１１ｈの見付け寸法が小さい。前
記第１枠部１１ｇに障子１８を室内側に向けて回動可能に取付け、この障子１８を室内側
に回動して第１枠部１１ａを開放することでブラインド１７等を保守、点検する。
　前記第２枠部１１ｈに換気扉１９を室内側に向けて回動可能に取付け、この換気扉１９
を室内側に回動して第２枠部１１ｂによって中間空気層１４と室内を連通し、室内を換気
する。
【００２４】
　前記下部換気口１５は図４に示すように、略Ｌ字形状で、中間空気層１４に開口した上
部開口１５ａが上向きで、室外に開口した下部開口１５ｂが横向きである。
　前記下部換気口１５は下横枠材１１ｂに形成してある。例えば下横枠材１１ｂを２つの
部材で形成し、その２つの部材の間に下部換気口１５を形成する。
　具体的には、室外側部材２０と室内側部材２１で下横枠材１１ｂとし、その室外側部材
２０を左右の縦枠材１１ｃの室外側寄り間に連結し、かつ室内側部材２１を左右の縦枠材
１１ｃの室内側寄り間に連結して、その室外側部材２０と室内側部材２１を室内外側方向
に離隔し、その両者の間に下部換気通路２２を形成する。
　この下部換気通路２２は略Ｌ字形状で、その上部にグリル２３を前記室外側部材２０と
室内側部材２１とに亘って取付ける。
　前記下部換気通路２２の下部に下部換気口用のルーバー２４を取付ける。
　つまり、下部換気口１５は上部開口１５ａにグリル２３を有し、下部開口１５ｂに下部
換気口用のルーバー２４を有する。
【００２５】
　前記室内側部材２１は縦向部２１ａと横向部２１ｂで略Ｌ字形状で、前記室外側部材２
０は縦向部２１ａと対向して取付けられ、その室外側部材２０の室内側面、下面と室内側
部材２１の略Ｌ字状の室外側面とで下部換気通路２２を形成している。
　そして、室外側部材２０と室内側部材２１の縦向部２１ａに亘ってグリル２３が取付け
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られる。前記室外側部材２０と室内側部材２１に亘って下部換気口用のルーバー２４が取
付けられる。
　前記室内側部材２１の室外側面２５は円弧形状に湾曲して空気の流れをスムーズに略９
０度に変換できるようにしてある。
【００２６】
　前記ルーバー２４は複数のルーバー羽根２６を備え、この各ルーバー羽根２６の室外側
端部２６ａ（ルーバー２４の室外側端部）はカーテンウォールユニット１０の室外側面と
略面一、好ましくは面一である。
　具体的には、図４と図８に示すように複数のルーバー羽根２６の室内側端部２６ｂにお
ける長手方向複数位置に縦骨２７を固着してルーバー２４とする。
　この縦骨２７の上部と下部を取付金具２８で、前記下横枠材１１ｂの室外側部材２０の
下面と室内側部材２１の横向部２１ｂの室外側部にそれぞれ固着してルーバー２４を取付
、ルーバー羽根２６の室外側端部２６ａがカーテンウォールユニット１０の室外側面、例
えば縦枠材１１ｃの室外側端部と略面一となるようにしてある。
　前記左右の縦枠材１１ｃにおける下横枠材１１ｂの室外側部材２０よりも下方に突出し
た下部室外側は切欠きされ、その切欠部２９からも空気が流通するようにしてある。
　前記ルーバー羽根２６の室外寄り部分の左右両端部は縦枠材１１ｃの内側面よりも側方
に突出して前述の切欠部２９に接している。
　なお、前記下横枠材１１ｂを一体とし、下部換気口１５を加工して形成しても良い。
【００２７】
　前記上部換気口１６は図５と図７に示すように、上横枠材１１ａと室外側中間横枠材１
１ｄとの間に形成されている。
　例えば、上横枠材１１ａの室外側部と室外側中間横枠材１１ｄと左右の縦枠材１１ｃの
室外側部とで上部換気通路３０を形成する。
　この上部換気通路３０に上部換気口用のルーバー３１を取付け、中間空気層１４内の空
気が斜め下向きに排出されるようにする。
　前記ルーバー３１は複数のルーバー羽根３２を備え、この複数のルーバー羽根３２は上
下方向に間隔を置いて斜め下向きに配設され、その各ルーバー羽根３２の室外側端部３２
ａ（ルーバー３１の室外側端部）はカーテンウォールユニット１０の室外側面と略面一、
好ましくは面一である。
　具体的には複数のルーバー羽根３２の室内側端部３２ｂの長手方向に間隔を置いた複数
の位置に縦骨３３が固着され、その複数の縦骨３３の下部に下枠材３４を固着してルーバ
ー３１としてある。その縦骨３３の上部が取付金具３５で上横枠材１１ａに固着され、下
枠材３４が室外側中間横枠材１１ｄに固着されていると共に、その縦骨３３の下端部が室
外側中間横枠材１１ｄに当接している。
　前記ルーバー３１は防鳥ネット３６を備えている。例えば、複数のルーバー羽根３２に
おける下部のルーバー羽根３２の室内側端部３２ｂに亘って防鳥ネット３６が取付けてあ
る。この防鳥ネット３６は左右に隣接した縦骨３３間にそれぞれ取付けてある。
　前記左右の縦枠材１１ｃにおける室外側中間横材１１ｄよりも上方に突出した上部室外
側部は切欠きされ、その切欠部３７からも空気が流通するようにしてある。
　前記各ルーバー羽根３２の室外寄り部分の左右両端部は縦枠材１１ｃの内側面よりも側
方に突出して前述の切欠部３７に接している。
【００２８】
　前記上部換気通路３０の上部に塞ぎ板３８を設け、その上部換気通路３０の上部から雨
水等が中間空気層１４内に浸入しないようにしてある。
　前記塞ぎ板３８は、複数のルーバー羽根３２における上部のルーバー羽根３２の室内側
端部２３ｂに亘って取付けてあり、その塞ぎ板３８の左右端部は左右に隣接した縦骨３３
の左右側面に接し、その塞ぎ板３８の下部は前述の防鳥ネット３６の上部を連続する。
　これによって、前記塞ぎ板３８は複数のルーバー羽根３２における上部のルーバー羽根
３２の室内側に位置し、その上部のルーバー羽根３２間から中間空気層１４内に雨水等が
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浸入することを防止する。
　つまり、中間空気層１４の上部寄りの室外側に複数のルーバー羽根３２を設けて外観の
見栄えを良くしているので、その上部（上横枠材１１ａ寄り）のルーバー羽根３２間から
雨水等が浸入し易いので、前述のように塞ぎ板３８を設けて雨水等の浸入を防止した。
　なお、この塞ぎ板３８を設けたことによっても前述のように、下のカーテンウォールユ
ニット１０の上部換気口１６から排出した空気が上のカーテンウォールユニット１０の下
部換気口１５から中間空気層１４内に導入され難くできる。
【００２９】
　前記下部換気口用のルーバー２４はカーテンウォールユニット１０の下端部まで連続し
ている。
　前記上部換気口用のルーバー３１はカーテンウォールユニット１０の上端部まで連続し
ている。
　これによって、上のカーテンウォールユニット１０の下部換気口用のルーバー２４と下
のカーテンウォールユニット１０の上部換気口用のルーバー３１は上下方向に連続し、そ
の各ルーバー羽根２６，３２が図５に示すように上下方向に連続して一つのルーバーのよ
うに見えるから、外観の見栄えが良い。
【００３０】
　具体的には、前記下横枠材１１ｂの室外側部材２０の室外側寄りに室外側のパネル１２
の下辺部が取付けてあり、室内側部材２１の室外側部（横向部２１ｂの室外側部）は室外
側のパネル１２よりも室内側寄りで、この室内側部材２１の室外側部に前記縦骨２７の下
部が取付金具２８で固着され、縦骨２７の上部は室外側部材２０の下面における室内外側
方向中間に取付金具２８で固着されている。
　これによって、下部換気口用のルーバー２４の最下部のルーバー羽根２６は、下横枠材
１１ｂの室内側部材２１の室外側端部よりも室外側に突出し、かつ下横枠材１１ｂよりも
下方に位置し、下部換気口用のルーバー２４はカーテンウォールユニット１０の下端部ま
で連続している。
【００３１】
　前記上横枠材１１ａの室外側部は室外側中間横枠材１１ｄの室外側面とほぼ面一で、上
部換気口用のルーバー３１の縦骨３３は上横枠材１１ａの室外側面とほぼ面一で、上部換
気口用のルーバー３１の縦骨３３は上横枠材１１ａの室外側面に接し、最上部のルーバー
羽根３２は上横枠材１１ａの室外側に位置して上部換気口用のルーバー３１はカーテンウ
ォールユニット１０の上端部まで連続している。
　そして、上のカーテンウォールユニット１０の下部換気口用のルーバー２４の最下部の
ルーバー羽根２６と下のカーテンウォールユニット１０の上部換気口用ルーバー３１の最
上部のルーバー羽根３２が上下方向に連続する。
　このようにした場合には、ルーバー羽根３２の室内側端部３２ｂと上横枠材１１ａの室
外側面との間に隙間が生じるので、前述の塞ぎ板３８の上部３８ａを鉤形状とし、その鉤
形状の上部３８ａによって前述の隙間を閉塞するようにしてある。
【００３２】
　前記ブラインド１７は図５に示すように、多数のスラット１７ａとヘッドボックス１７
ｂを備え、そのヘッドボックス１７ｂに設けた駆動機構（図示せず）でスラット１７ａを
昇降する。
　前記ヘッドボックス１７ｂは中間空気層１４の最上部、例えば上横枠材１１ａの内面に
取付けてあり、前記スラット１７ａが図５に実線で示すように最も上昇した状態ではルー
バー３１の背面側に位置し、このルーバー３１でブラインド１７が室外から目視されない
ようになっている。
【００３３】
　前記スラット１７ａを下降して日射を遮断する場合には、図５に仮想線で示すように最
上部のスラット１７ａが上部換気口１６よりも下方、好ましくは室外側中間横枠材１１ｄ
よりも下方に位置するようにしてある。
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　このようにすれば、上部換気口１６の背面側にはスラット１７ａを昇降する紐１７ｃが
位置するのみで、空気の流れが阻害されずに中間空気層１４内の空気はスムーズに上部換
気口１６から排出される。
　つまり、上部換気口１６の背面（上部換気口１６と耐火パネル１３ａの間）にスラット
１７ａが位置すると、空気の流れがスラット１７ａで阻害されて中間空気層１４内の空気
が上部換気口１６からスムーズに排出されなくなる。特に、前述したように中間空気層１
４の見込み寸法が小さいとスラット１７ａによって空気の流れが阻害される。
　このことを解消するために、最上部のスラット１７ａを上部換気口１６よりも下方に位
置させた。
【００３４】
　前記ファスナー３は図５と図７に示すように、建物躯体１（床スラブ２）に固着される
一次ファスナー３ａと２つの二次ファスナー３ｂを備え、その２つの二次ファスナー３ｂ
が左右に隣接したカーテンウォールユニット１０の縦枠材１１ｃにそれぞれ固着される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】カーテンウォールの一部外観図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】カーテンウォールユニットのビジョン部の拡大詳細縦断面図である。
【図５】カーテンウォールユニットのスパンドレル部の拡大詳細縦断面図である。
【図６】カーテンウォールユニットのビジョン部の拡大詳細横断面図である。
【図７】カーテンウォールユニットのスパンドレル部の拡大詳細横断面図である。
【図８】カーテンウォールユニットの下部換気口部分の拡大詳細横断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１…建物躯体、２…床スラブ、３…ファスナー、１０…カーテンウォールユニット、１
０ａ…ビジョン部、１０ｂ…スパンドレル部、１１…枠体、１１ａ…上横枠材、１１ｂ…
下横枠材、１１ｃ…左右の縦枠材、１２…室外側のパネル、１３…室内側のパネル、１４
…中間空気層、１５…下部換気口、１６…上部換気口、１７…ブラインド、１７ａ…スラ
ット、３１…ルーバー、３２…ルーバー羽根、３３…縦骨、３４…塞ぎ板。
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